




















まえがき

　先天代謝異常症の出生前診断学は過去数年間に著しい進歩をとげた。このほ

とんどは,培養羊水細胞を用いる方法で診断されており,非培養羊氷細胞や羊水

液成分を用いる方法よりも正診率が高いと云われている。しかし遺伝形質の発

現が出生後に起る疾患群や培養羊水細胞に遺伝情報の発現されない疾患群など

は,出生前診断が困難である。


